「GUILTY-Ⅲ」
時間　2003

ヨンはパソコンに映し出された画面に、冷ややかな笑みをこぼした。
画面には、一人の男が映っている。
男の手には自らの性器。その手は放ったばかりの精液でぬれていた。
画面の男は、内部調査課のラウ。
ラウは自分が男に監視されていることなど、微塵も思っていないだろう。
深夜の署内には当直も含めて何人か居るが、
ラウの執務部屋は中の見えない仕切に覆われ、
ラウの痴態など誰も見ることはできないはずだ。
ヨンはラウの机の上に置かれた一冊の本を見つけた。
そういえば、ラウが自慰をはじめたのはこの本を読み始めて少しした頃だった。
同じ男として、覚えがないわけではないシーンだが、
どうみても、その本は性欲を刺激するための本には見えなかった。
その本にズームを合わせてみる。
「これは…」
上質なカバーのかかった、鍵のついた本。
ヨンには、見覚えがあった。
本ではない、それは、日記だった。
それを確信して、ヨンは溜息をついた。
ラウは…彼の精神はラウギンミンではない。
そう、気がついた。
時間　1997

「ンガイ・ウェンハウ…。曲者だな。」
執務室の小さな部屋で資料を眺めていた上司がそうポツリと言った。
彼の机の正面には昇進したばかりのヨンが座っていた。
「ええ、今度の選挙に出るらしいです。それに警察の顧問にもつくとか…」
ヨンの言葉に梁sirは顔を顰める。
「この間、北京の公安に行ったんだが、あちらでもハウはマークしている。
返還後に勢力を伸ばしてくるのを恐れているらしい。
しかし、これといった証拠が何も出てこない。小さな罪でしょっ引いたところで
終身刑にできなければ、おそらく何の意味も無い…」
そう、言いながら溜息をついた梁sirにヨンは、
「今度の政界のパーティに、彼が出席するそうです。それと…
九龍西署の重案に、何か動きがあるようです。」
と、言うと、梁sirは「解った」そう言って、視線を遠くへおくった。
ンガイ家の書斎。
少し、思いつめたような表情をしたハウが、サンスクとヤンに口を開いた。
「去年は、何もしなかったが…今年は父の法要と共に、あの4人の供養もしてやるつもりだ」
ポツリとつぶやくようにそう言ったハウに、サンスクは年寄りらしい面持ちでうなづく。
「彼等の裏切りは許せるものではないが、ンガイ家がここまで大きく慣れたのも
彼等の功績が無かったとは言えない。供養ぐらいはしてやらねばな…。
また、細かい事はいづれサンスクにも頼むつもりだ。よろしく。」
そして、そこまで言うと、ハウは話題を変えてしまった。
一時間後、重要な麻薬取引の打ち合わせを終えたサンスクは、
ヤンを置いて先に部屋を後にした。
部屋にはいつものように…ハウとヤンの2人きりの時間。
ソファに、隣り合わせで座ると、ハウは安らぐように珈琲を口にした。
何年、何回経っても、ヤンには少し息の詰まる時間だった。
いつまでも、彼…ハウに慣れる事は無いのかも知れないと思う。
「どうした？浮かない顔をして。今年の父の法要は、お前にも出て欲しいのだが…」
物思いにふけるような顔をしたヤンに、ハウはそう言って、優しく微笑みかける。
しかし、ヤンは小さく首をふった。
このンガイ家に出入りするようになって、2年程だ。
クワンが死んで、6年。ハウの誘いを断り、ヤンは法事には出たことはなかった。
ンガイ家に来るときはさすがに霊位牌に手を合わせるが、
それ以上でも、それ以下でもなかった。自分にはあくまでも”他人”としか思えない。
「忠孝…義…」
ハウは、つぶやくように、そう言い、ヤンを観た。
「ンガイ家には”忠義”が必要で、”孝行”で変わる…。私はそう思っている。
父もそういう思いから、我々兄弟にこの文字をつけたのだろう。
そして、父の考えの中には”仁”はンガイ家には必要ないと思っていたのかも知れない。
しかし…家の外に、お前…”仁”が存在していた。」
ハウは、そこまで言うと、ヤンに腕を伸ばし、そっとその頬に触れ、続けた
「”慈悲”という意味のお前が、父の死と入れ替わりにこの家にやってきたのだ。
それを、私はきちんと受け止めなければならないだろうと思う。
だから、今年はあの4人の供養をしてやろうと、思ったのだ。」
そう言い、ハウは優しく、微笑む。
しかし、ヤンは自分でも知らないうちに胸の奥にあった名をつぶやいてしまった。
「ロ・ガイ…は…？」
空気が　凍りつく。
ハウの表情が、一瞬にして、冷たくなった。
「裏切り者は、許すわけにはいかない。あの4人は父の暗殺には無関係だったが、
このンガイ家には必要なかった。いずれ裏切っただろうが…。
しかし、あいつは私を裏切ったのだ！しかも7年間も、ンガイ家を…
そして私を欺いてきた。許すわけにはいかないんだ！」
低く、怒鳴るようにしてハウはそう言い放つとヤンを突き放した。
「…」
二人の間に重い沈黙が流れる。
「すまない。」
ポツリと、ハウはそう言うと、もう一度優しくヤンに手を伸ばし、
その体にすがりつくように抱きついた。
ヤンは、そんなハウの肩にそっと腕を回し、抱きしめた。
「信じられるものは、血縁だけだ…。なぁ、ヤン。
お前は、私を……」
しかし、そこまで言うと、ハウは口をつぐんだ。
そして、自嘲するような笑みを浮かべると、この話題に終止符をうつ。
「嗚呼、お前の心臓の音は心地いい…」
そういって、瞳を閉じた。
時間　2002

「なぁ、実の兄妹でヤるとすげー気持ちイイらしいって知ってたか？」
キョンがまたよくわからない下ネタを言い出した。
ディトロはそれを下らないというように鼻で笑い、
他の仲間が「俺は姉貴が要るけど、勘弁だな」と言うと、
「でもその姉貴の洗濯物にはお世話になったんじゃねーのか？」とからかいを入れる。
まるで、思春期のガキの会話だなとヤンは傍から適当に聞いていた。
しかし、何も知らないキョンはまだ、話を続ける。
「何でも、入れたときの”具合”が格段に違うらしいぜ。」
といい、姉が居るといった奴に「試してみろよ」と馬鹿笑いしながらからかう。
ここまでくると、やはりヤンは必然的に過去を思い出した。
それは今でも癒える事のない、苦い思い出。
キョンの無駄知識は正しいのかもしれないと、ヤンはそう思ったが、口に出すことはない。
誰にもいえないその秘密は、墓まで持っていく。
忘れることができないのなら、それを胸に刻み付ける事だ。
ケロイドのように消えることのない、疵になったとしても…。
そんな事を思い出しはじめると、ふと…もうひとつ、思い出したことがあった。
あの事件の後、しばらくしてからウォンsirに渡された…ハウの日記。
いまだにページをめくっていなかった。
「どうした？ヤン」
キョンの下らない話から、思わず過去を思い返していたヤンは、ディトロの問いかけに
「いや、なんでもない」といつもの作り笑いで返した。
時間　1997

ホテルの一室。ハウはベッドの上で、自分よりも幾分か年上の男に抱かれていた。
脂肪で醜くたるんだ体。皺だらけのごつい手がハウの肌をすべる度に、嫌悪が走る。
いくら演技したところで、それだけは隠すに隠せなかったが、
しかし、その嫌悪の肌の反応を、快感と勘違いした男は、さらに的外れの責めを与える。
「今度の…選挙、お前が当選したら、私の力でいくらでもいいポストに就けてやるからな」
男は北京訛の広東語でそういいながら、
ハウの唇を味わおうとしたが、ハウはさり気なく避ける。
キスだけは、嫌だった。
体は何をされてもいい。
だが、唇だけは誰にも触れられたく無かった。
この唇に触れていいのは、ヤンと、妻と、娘と…そして…
「嗚呼…っ…」
胸に、彼の人の肌の薫りが蘇る。
少し焼けた肌に馴れた…タバコの、薫り。
それは、懐かしさと同時に、苦い想いを孕む。
久々に誰かに抱かれたから、そんな事を思い出したのだ。
政界へのコネ作りの為とは言え、自分でもよくやると思う。
こんな事、もしかしたらあいつなら許さないかもしれない…。
そんな事を思いながら、男が与える刺激に、ハウは快感のそぶりを見せた。
ホテルの外、ヤンは車の中でハウを待っていて、そのまま転寝をはじめた。
浅い、眠り。
そのすぐ横を、背の高い、口元に髭を生やした強面の男が通り過ぎた。
男の隣に、彼に少し似た面立ちの男。その男が口を開く。
「香港まで何をしに来たかと思えば、男と密会とはね…」
彼がきれいな北京語でそういうと、男も北京語で返した
「愛人ではない。最近、香港で力を伸ばしているあのンガイ家の次男だそうだ。
曲者だな。こっちに余計な仕事を回さないでほしいものだ…」
ひとつ、ため息をつく。
「公安の仕事なんて、そんなもんですよ」
男達はどう見ても黒社会の男のように見えたが、彼の本当の身分を知るものは少ない。
